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合いが一定の幅に収束されて最後に成功する、という流
れだったと思います。
　このプロセスは、何か新しいことを学んで習得できる
ようになるまでのプロセスでもあります。誤差に気づき
修正を繰り返すことによって、だんだんと所作が最適化
されて、精度が上がってきます。うまくなる方法に近道
はなく、赤ちゃんが歩けるようになるのも、大人が仕事
を身につけていくのも、同じようにこのプロセスを辿っ
ています。そう考えてみると、失敗を恐れずにまず試す
ということをしないと、この習得プロセスのループに入
れないことになります。

　今回みなさんには、非常に単純なゲームのようなもの
に取り組んでいただいたので、やってみるまでのハード
ルはとても低かったのではないかと思います。実際に新
しいことを学ぼうとしてみると、まず最初にやってみる
ハードル自体が相当高く思えて、身構えてしまうことも
あるかもしれません。
　しかし、10円硬貨を飛ばすという単純なことでさえ
も１回めでうまくいくことがなかったように、何度もや
り直すことが当たり前だという前提で、気楽にチャレン
ジしていく必要があるのです。　

失敗を前提にチャレンジしよう

　こんにちは、菅俊一です。今回は、上達すること、洗
練させることについて考えていきたいと思います。
　まずはA4の紙を１枚と10円硬貨１枚を用意してくだ
さい。A4用紙を縦に置いたら、その中心に10mm程度
の小さな丸を描き、10円硬貨を紙の端に置いてくださ
い。その10円玉を指で弾いて、紙の中央に描かれた丸
がきちんと隠れるように飛ばしてみてください。失敗し
たら、うまくできるまで同じことを繰り返しやってみて
ください。

❖　　　❖　　　❖

　いかがでしたか？　すぐにうまく隠せた人もいれば、
なかなかうまく隠すことができなかった人もいるかもし
れません。
　うまく隠せるまでに行なったことを整理すると、①ま
ずは１回やってみる、②やってみた結果を確認してゴー
ルとの差を把握する、③やってみたときのパラメータ
（力加減）と差の理由を考える、④パラメータを変更し
てもう１度やってみる、こういった流れを何度も繰り返
しながら、だんだんとうまく隠せる状態に近づいていっ
たのではないでしょうか。
　あわせて、「やってみた結果」に着目してみると、最初
は大きく外れてしまったとしても、だんだんと外れる度
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